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1. 目的

重 イ オ ン は 金 属 に 対 し 中 性 子 よ り も 大 き な 損 傷 率 を も ち 、 原 子 炉 内 で 数 年 要 す る 損 傷 が 、 高工 

ネ ル ギ 一 加 速 器 で は 数 時 間 で お こ る 。 従 っ て 重 イ オ ン 照 射 は 炉 内 照 射 を 模 擬 す る の に 有 効 な 手 段  

で あ る 。 高 速 炉 用 ス テ ン レ ス 鋼 被 覆 材 に つ い て 原 子 炉 内 で お こ る 照 射 損 傷 を 模 擬 す る こ と が 本 研  

究 の 目 的 で あ る 。

2 . 実験方法

下 記 に 示 す 化 学 成 分 の 冷 間 加 工 3 1 6 ス テ ン レ ス 鋼 を 試 験 に 用 い た 。 試 験 片 は 約 0 . 1 5 丽 厚 さ

Ni 1 Cr Mo Mn ； Si ; C 丨 Ti I P . s ! Co ;• N B

1 2.53 | 1 6.8 4 2.64 1.6 8 : 0.6 0.064 ： 0.025 | 0.0 1 4 0.011; 0.03 0. 0292 ! 0.003

の 薄 片 で あ っ た 。 こ の 試 験 片 は 水 素 中 で 1 0  3 CTCJX1 5 分 焼 鈍 後 水 焼 れ し た も の で あ ]9 、 冷間加工 

度 は 1 0 . 8 务 で あ っ た 。 試 験 片 は タ ン デ ム 型 バ ン デ グ ラ 一 フ 加 速 器 で 5 Me V の N i "， イオン照射を行  

な っ た 。 照 射 量 は 1 〜 1 2 5 d Pa で あ っ た 0 照 射 温 度 は 5 2 5 〜8 0 C T C で あ っ た 。 照 . 射材は照射側表 

面 か ら 0 . 3 〜0 . 7  " の 深 さ の 部 分 を 電 解 研 磨 後 、 電 子 顕 微 鏡 観 察 を 行 な っ た 。

3. 結果

ボ イ ド 形 成 従 っ て ス エ リ ン グ に は 臨 界 照 射 量 が あ る こ と が わ か っ た 。 2 0 〜 3 0  d p a 以上の照射  

量 で 始 め て ボ イ ド が 観 察 さ れ た 。

照 射 量 が 一 定 で あ れ ば 、 照 射 温 度 が 高 い ほ ど ボ イ ド 寸 法 が 増 大 し 、 一 方 ボ イ ド 密 度 は 減 少 し た 。 

し か し 65CTC；以 上 で は ボ イ ド 寸 法 は ほ ぼ 飽 和 し た 。 こ れ ら の 観 察 結 果 は 、 温 度 補 正 を 行 な う と 中  

性 子 照 射 材 の 挙 動 と 似 て い る 。

照 射 量 に よ る ス エ リ ン グ の 増 加 は 、 （ 照 射 量 ） 2_5〜a Q に 比 例 し て い た 。 ス エ リ ン グ の 増 加 は ボ  

イ ド 寸 法 と 密 度 の 増 加 に よ る も の で あ っ た 。

ボ イ ド と 析 出 物 と は か な り の 相 互 作 用 が 認 め ら れ た 。 ボ イ ド は 析 出 物 の 界 面 あ る い は 析 出 物 の  

近 傍 に 発 生 し て い た 。 析 出 物 は マ ト リ ッ ク ス を 歪 ま せ る か あ る い は マ ト リ ッ ク ス の 化 学 成 分 を 変  

化 さ せ る こ と に よ 1 )ボ イ ド 発 生 に 影 響 す る よ う で あ る 。 従 っ て 析 出 物 の 寸 法 、 分布の調整はスエ  

リ ン グ の 制 御 に と っ て 非 常 に 重 要 と な る 。

(注 ） 本 研 究 は 動 燃 事 業 団 が 米 国 B a t te lle  M e m o r ia lエnst  • へ 委 託 し て い る 研 究 の 一 部 で あ る 。
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